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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建造物の開口部の内周縁に固定された、既存上枠と既存下枠と左右の既存竪枠とから成
る既存窓枠の屋外側に、それぞれが押し出し型材製である新規上枠と新規下枠と左右の新
規竪枠とから成る新規窓枠を固定する為、前記既存上枠の下面に上部アタッチメントの屋
内側端部を、前記既存下枠の上面に下部アタッチメントの屋内側端部を、前記両既存竪枠
の内側面に竪方向アタッチメントの屋内側端部を、それぞれねじ止め固定するアタッチメ
ント枠の内側に、前記新規窓枠を保持して成る改修用サッシ窓枠装置に於いて、
　前記上部アタッチメントの屋外側端部から下方に垂下された垂下板部の屋内側面部に、
下方開口部の幅寸法が上方奥部の幅寸法よりも狭くなった上部係止溝を、前記両竪方向ア
タッチメントの屋外側端部から内側に折れ曲がった折れ曲がり板部の屋内側面部に、それ
ぞれ内側開口部の幅寸法が外側奥部の幅寸法よりも狭くなった側部係止溝を、それぞれ前
記垂下板部及び前記両折れ曲がり板部の屋内側面に、それぞれ屋内側に突出した断面直線
状の第一突条と、先端縁をこの第一突条に対向させた断面Ｌ字形の第二突条との組み合わ
せにより設けており、
　前記新規上枠を前記上部アタッチメントに対して、この新規上枠の上部屋外側端部に屋
内側に突出する状態で設けた上部係合突片の先端縁を、前記上部アタッチメントの下面屋
外寄り部分に設けた、屋外側が開口した上部係合溝に係合させると共に、前記新規上枠の
屋内側端部に設けた被固定側上部平板部を前記上部アタッチメントの中間部に設けた固定
側上部平板部に対しねじ止め固定する事により結合固定しており、
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　前記両新規竪枠を前記両竪方向アタッチメントに対して、これら両新規竪枠の屋外側端
部に屋内側に突出する状態で設けた側方係合突片の先端縁を、前記両竪方向アタッチメン
トの内面屋外寄り部分に設けた、屋外側が開口した側方係合溝に係合させると共に、前記
両新規竪枠の屋内側端部に設けた被固定側側方平板部を前記両竪方向アタッチメントの中
間部に設けた固定側側方平板部に対しねじ止め固定する事により結合固定しており、
　全体を弾性材を押し出し成形する事により造られて、帯状の基板部の片面の屋外寄り部
分に、この基板部寄りの基部の幅寸法に比べて先端部の幅寸法が大きくなった弾性係止部
を、同じく屋内寄り部分に、前記基板部から突出した幹板部とこの幹板部から側方に突出
した枝板部とから成る弾性押し込み部を、それぞれ備えた水切り部材のうち、前記弾性係
止部を前記各係止溝に圧入係止すると共に、前記弾性押し込み部を、前記各第二突条の屋
内端面と前記新規上枠及び前記新規竪枠の屋外側面との間の隙間に押し込んだ状態で、前
記基板部により、この隙間及び前記各係止溝の内側開口を塞いでいる事を特徴とする改修
用サッシ窓枠装置。
【請求項２】
　上部アタッチメント及び新規上枠の両端部と両竪方向アタッチメント及び両新規竪枠の
上端部との連続部に対応する部分で、水切り部材を構成する弾性係止部及び弾性押し込み
部を切断し、この切断部で水切り部材の基板部を折り曲げた状態で、これら弾性係止部及
び弾性押し込み部を各係止溝及び隙間に押し込み、前記上部アタッチメント及び前記新規
上枠の両端部と前記両竪方向アタッチメント及び前記両新規竪枠の上端部との間で前記基
板部を連続させた、請求項１に記載した改修用サッシ窓枠装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、古くなった窓枠を窓開口の内側に残したまま、この窓開口に新規な窓枠を
組み込む事を可能にする、改修用サッシ窓枠装置の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アルミニウム合金製の押し出し型材を組み合わせて成る窓装置が従来から広く使用され
ている。図７は、この様な窓装置の１例を示している。窓枠１の内側に１対のガラス障子
２ａ、２ｂを、引き違い式に建て込んでいる。このうちの窓枠１は、上辺を構成する上枠
３と、下辺を構成する下枠４と、左右の縦辺を構成する竪枠５ａ、５ｂとにより、矩形に
構成している。これら各枠３、４、５ａ、５ｂは、それぞれアルミニウム合金の押し出し
型材製である。前記両ガラス障子２ａ、２ｂは、それぞれの下辺部に設けた各戸車を、前
記下枠４の上面に設けた下部案内レールに係合させると共に、上端部に設けたガイドブロ
ックと前記上枠の下面に設けた上部案内レールとを係合させる事により、前記窓枠１の内
側に、水平移動自在に建て込んでいる。
【０００３】
　例えば上述の様な窓装置が古くなったり、或は性能に問題を生じる等により新規な窓装
置に交換する場合、工期の短縮、工事費の削減等を目的として、古い（既存の）窓枠１を
そのままにして、新規窓枠７を組み付ける構造が、例えば特許文献１～３、非特許文献１
に記載される等により、従来から広く知られている。図８～９は、このうちの非特許文献
１に記載された、従来構造の１例を示している。この従来構造は、既存窓枠６を残したま
ま、この既存窓枠６よりも屋外側（図８の左側、図９の上側）に、新規窓枠７を組み付け
るものである。先ず、この従来構造に就いて説明する。
【０００４】
　前記既存窓枠６は、既存上枠８と既存下枠９と左右の既存竪枠１０とを矩形枠状に組み
合わせて成り、建造物の開口部１１の内周縁に固定されている。これら各枠８～１０は、
アルミニウム合金の押し出し型材製である場合が多いが、前記既存窓枠６が特に古い場合
には、鉄系合金製の場合もある。一方、前記新規窓枠７は、それぞれが押し出し型材製で
ある新規上枠１２と新規下枠１３と左右の新規竪枠１４とを矩形枠状に組み合わせて成る
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。この様な新規窓枠７は前記既存窓枠６の屋外側に、上部アタッチメント１５と、下部ア
タッチメント１６と、１対の竪方向アタッチメント１７とを介して、結合固定している。
【０００５】
　即ち、アタッチメント枠１８を構成する、前記各アタッチメント１５～１７の屋内側端
部を、前記既存窓枠６を構成する前記各枠８～１０にねじ止め固定する。そして、前記ア
タッチメント枠１８の内側に、前記新規窓枠７を保持する。これら両枠１８、７同士の結
合作業は、この新規窓枠７の屋内側端部をこのアタッチメント枠１８の中間部に複数本の
リベット１９により結合すると共に、前記新規窓枠７の屋外側端部をこのアタッチメント
枠１８の屋外側端部に、複数本のねじ２０、２０により結合する事により行っている。又
、これら各ねじ２０、２０による、前記両枠７、１８の屋外側端部同士の接合部には、粘
着性を有するシール材２１を貼付して、当該部分のシール性保持を図る。図８～９中、斜
格子を付した部分は、防音の為に充填したグラスウール２２である。特に防音を図る必要
がなければ、このグラスウール２２は省略する。尚、上述の様にアタッチメント枠１８の
内側に新規窓枠７を保持する作業は、組み付けの現場ではなく、これら両枠１８、７の組
立工場で行う。現場で行う主な作業は、前記アタッチメント枠１８の屋内側部分を、前記
既存窓枠６の内側に組み付ける作業である。
【０００６】
　上述の様な従来の改修用サッシ窓枠装置の場合、前記アタッチメント枠１８と前記新規
窓枠７との屋外側端部同士の結合を、前記複数本のねじ２０、２０により行っている。こ
れら両枠１８、７の屋外側端部同士を十分な強度で結合固定する為には、相当数の前記各
ねじ２０、２０の螺合及び締め付け作業を行う必要があり、面倒である。又、前記両枠１
８、７の屋外側端部同士の間のシール性保持を、これら両枠１８、７の突き合わせ部に、
粘着性を有するシール材２１を貼付する事により行っている。この作業も面倒で、しかも
時間を要する。これらにより図８～９に示した従来構造の改修用サッシ窓枠装置は、低コ
スト化の面から不利である。
　尚、特許文献４には、窓枠に対してガラスを建て込む為、特殊形状を有するシール材を
使用したガラス取付構造に関する発明が記載されているが、このシール材を改修用サッシ
窓枠装置に適用する事に関しては、一切記載されていない。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－６４９５２号公報
【特許文献２】特開２００３－３２８６４５号公報
【特許文献３】特開２００７－２３５６５号公報
【特許文献４】特開平９－１２５８３４号公報
【非特許文献１】「納まり参考図集／不二サッシの取替サッシ」、不二サッシ株式会社／
不二サッシリニューアル株式会社、２００３年３月、ｐ．３１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上述の様な事情に鑑みて、必要な強度及びシール性等の性能を確保しつつ、
低コストで造れる改修用サッシ窓枠装置を実現すべく発明したものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の改修用サッシ窓枠装置は、前述の非特許文献１に記載される等により従来から
知られている改修用サッシ窓枠装置と同様に、建造物の開口部の内周縁に固定された、既
存上枠と既存下枠と左右の既存竪枠とから成る既存窓枠の屋外側に、それぞれが押し出し
型材製である新規上枠と新規下枠と左右の新規竪枠とから成る新規窓枠を固定するもので
ある。この為に、前記既存上枠の下面に上部アタッチメントの屋内側端部を、前記既存下
枠の上面に下部アタッチメントの屋内側端部を、前記両既存竪枠の内側面に竪方向アタッ
チメントの屋内側端部を、それぞれねじ止め固定するアタッチメント枠の内側に、前記新
規窓枠を保持する。
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【００１０】
　特に、本発明の改修用サッシ窓枠装置に於いては、前記アタッチメント枠側に、上部係
止溝と左右１対の側部係止溝とを設けている。
　このうちの上部係止溝は、前記上部アタッチメントの屋外側端部から下方に垂下された
垂下板部の屋内側面部に設けられたもので、下方開口部の幅寸法が上方奥部の幅寸法より
も狭くなっている。
　又、前記両側部係止溝は、前記両竪方向アタッチメントの屋外側端部から内側に折れ曲
がった折れ曲がり板部の屋内側面部に設けられたもので、それぞれ内側開口部の幅寸法が
外側奥部の幅寸法よりも狭くなっている。
　この様な各係止溝は、それぞれ前記垂下板部及び前記両折れ曲がり板部の屋内側面に、
それぞれ屋内側に突出した断面直線状の第一突条と、先端縁をこの第一突条に対向させた
断面Ｌ字形の第二突条との組み合わせにより設けている。
【００１１】
　一方、前記新規上枠を前記上部アタッチメントに対して、この新規上枠の上部屋外側端
部に屋内側に突出する状態で設けた上部係合突片の先端縁を、前記上部アタッチメントの
下面屋外寄り部分に設けた、屋外側が開口した上部係合溝に係合させると共に、前記新規
上枠の屋内側端部に設けた被固定側上部平板部を前記上部アタッチメントの中間部に設け
た固定側上部平板部に対しねじ止め固定する事により結合固定している。
　又、前記両新規竪枠を前記両竪方向アタッチメントに対して、これら両新規竪枠の屋外
側端部に屋内側に突出する状態で設けた側方係合突片の先端縁を、前記両竪方向アタッチ
メントの内面屋外寄り部分に設けた、屋外側が開口した側方係合溝に係合させると共に、
前記両新規竪枠の屋内側端部に設けた被固定側側方平板部を、前記両竪方向アタッチメン
トの中間部に設けた固定側側方平板部に対し、ねじ止め固定する事により結合固定してい
る。前記下部アタッチメントに対して前記新規下枠を結合固定する構造に就いては、特に
問わない。
【００１２】
　更に、全体をゴムの如きエラストマー等の弾性材を押し出し成形する事により造られた
水切り部材により、前記新規窓枠の屋外側端部と前記アタッチメント枠の屋外側端部との
結合部のがたつきを抑えると共に、これら新規窓枠とアタッチメント枠との屋外側端部同
士の間のシール性を保持している。前記水切り部材は、帯状の基板部の片面の屋外寄り部
分に、この基板部寄りの基部の幅寸法に比べて先端部の幅寸法が大きくなった弾性係止部
を、同じく屋内寄り部分に、前記基板部から突出した幹板部とこの幹板部から側方に突出
した枝板部とから成る弾性押し込み部を、それぞれ備えている。前記がたつき防止と前記
シール性保持とを図る為に、この様な水切り部材のうち、前記弾性係止部を前記各係止溝
に圧入係止すると共に、この弾性押し込み部を、前記各第二突条の屋内端面と前記新規上
枠及び前記新規竪枠の屋外側面との間の隙間に押し込んでいる。そして、この状態で、前
記基板部により、この隙間及び前記各係止溝の内側開口を塞いでいる。
【００１３】
　上述の様な本発明の改修用サッシ窓枠装置を実施する場合に好ましくは、請求項２に記
載した発明の様に、前記水切り部材を構成する弾性係止部及び弾性押し込み部を、前記上
部アタッチメント及び前記新規上枠の両端部と前記両竪方向アタッチメント及び前記両新
規竪枠の上端部との連続部に対応する部分で切断する。更に、この切断部で前記水切り部
材の基板部を折り曲げた状態で、前記弾性係止部及び前記弾性押し込み部を前記各係止溝
及び隙間に押し込む。そして、前記上部アタッチメント及び前記新規上枠の両端部と前記
両竪方向アタッチメント及び前記両新規竪枠の上端部との間で、前記基板部を連続させる
。
【発明の効果】
【００１４】
　上述の様に構成する本発明によれば、必要な強度及びシール性等の性能を確保しつつ、
低コストで造れる改修用サッシ窓枠装置を実現できる。
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　先ず、必要な強度の確保は、新規窓枠の屋内側端部をアタッチメント枠の中間部にねじ
止め固定すると共に、この新規窓枠の屋外側端部をこのアタッチメント枠の屋外側端部に
、上部、側方各係合突片の先端縁と、上部、側方各係合溝との係合に基づいて結合し、更
に前記新規窓枠と前記アタッチメント枠との間に存在する隙間に、水切り部材の弾性押し
込み部を押し込む事により図れる。
　又、シール性は、前記水切り部材の基板部が、前記隙間及び前記各係止溝の開口を塞ぐ
事により図れる。特に、請求項２に記載した発明の構造によれば、前記新規窓枠及び前記
アタッチメント枠の上辺の両端部と竪辺の上端部との連続部で、前記基板部を確実に連続
させて、前記シール性を良好にできる。
　更に、低コスト化は、前記アタッチメント枠の屋外側端部に対する前記新規窓枠の屋外
側端部の結合部のがたつき防止と、この結合部のシール性確保とを、前記各係合溝及び前
記隙間に対する、前記水切り部材の押し込み作業により同時に行える事で図れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１～６は、本発明の実施の形態の１例を示している。本例の改修用サッシ窓枠装置は
、建造物の開口部１１ａの内周縁に固定された既存窓枠６ａの屋外側に、新規窓枠７ａを
、アタッチメント枠１８ａを介して結合固定して成る。これら各枠６ａ、７ａ、１８ａを
構成する部材は（このアタッチメント枠１８ａを構成する下部アタッチメント１６ａ及び
タッピングねじ等の結合用部品を除き）、何れもアルミニウム合金の押し出し型材製であ
る。このうちの既存窓枠６ａは、既存上枠８ａと既存下枠９ａと左右１対の既存竪枠１０
ａとを、周知のタッピングねじによる結合構造により、四角枠状に組み合わせて成る。こ
の様な既存窓枠６ａは前記開口部１１ａの内側に、建造物の建設時に建て込まれている。
尚、上記下部アタッチメント１６ａは、アルミニウム合金性の板材を曲げ成形する事によ
り、既存下枠９ａの寸法、形状に対応した寸法、形状としている。
【００１６】
　又、前記新規窓枠７ａは、新規上枠１２ａと新規下枠１３ａと左右１対の新規竪枠１４
ａとを、周知のタッピングねじによる結合構造により、四角枠状に組み合わせて成る。こ
の様な新規窓枠７ａは、前記既存窓枠６ａの形状及び大きさに合わせて造られ、改修用サ
ッシ窓枠装置の製造工場で、予め四角枠状に組み立てたものを、前記アタッチメント枠１
８ａの組立に伴って（組立作業と同時に）、このアタッチメント枠１８ａの屋外側半部の
内側に組み付け固定されている。このアタッチメント枠１８ａは、上部アタッチメント１
５ａと、左右１対の竪方向アタッチメント１７ａとを、前記新規窓枠７ａと同様、周知の
タッピングねじによる結合構造により、下方が開いたコ字形の枠状に組み合わせて成る。
【００１７】
　前記アタッチメント枠１８ａを構成する前記各アタッチメント１５ａ、１６ａ、１７ａ
のうち、上部アタッチメント１５ａの、屋内外方向に関する幅寸法は、前記新規窓枠７ａ
を構成する、新規上枠１２ａの、同方向の幅寸法よりも大きい。又、竪方向アタッチメン
ト１７ａの屋内外方向に関する幅寸法は、前記新規竪枠１４ａの同方向の幅寸法よりも大
きい。そして、前記新規上枠１２ａを前記上部アタッチメント１５ａの下面内側に、タッ
ピングねじ３１の螺合及び締め付けと、上部係合突片２４の先端縁と上部係合溝２５との
係合と、水切り部材２６の押し込みとにより、がたつきなく保持固定している。又、前記
両新規竪枠１４ａを前記両竪方向アタッチメント１７ａの内面内側に、タッピングねじ３
１の螺合及び締め付けと、側方係合突片２７の先端縁と側方係合溝２８との係合と、水切
り部材２６の押し込みとにより、がたつきなく保持固定している。本例の特徴部分である
これらの点に就いて、以下に詳しく説明する。
【００１８】
　前記上部アタッチメント１５ａの下面屋外側寄り部分に、屋外側が開口した前記上部係
合溝２５を設けている。この上部係合溝２５は、前記上部アタッチメント１５ａの押し出
し成形時にこの上部アタッチメント１５ａの所定部分に、断面Ｌ字形の突片を形成する事
により設けている。又、前記新規上枠１２ａの屋外側端部上縁部に前記上部係合突片２４
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を、屋内側に突出する状態で設けている。この上部係合突片２４は、前記新規上枠１２ａ
の押し出し成形時にこの新規上枠１２ａの屋外側板部の上端縁部に、屋内側に折れ曲がっ
た突片を形成する事により設けている。
【００１９】
　又、前記両竪方向アタッチメント１７ａの内側面屋外寄り部分に、屋外側が開口した前
記側方係合溝２８を設けている。この側方係合溝２８は、前記竪方向アタッチメント１７
ａの押し出し成形時にこの竪方向アタッチメント１７ａの所定部分に、断面Ｌ字形の突片
を形成する事により設けている。又、前記両新規竪枠１４ａの屋外側端部外側縁に前記側
方係合突片２７を、屋内側に突出する状態で設けている。この側方係合突片２７は、前記
新規竪枠１４ａの押し出し成形時にこの新規竪枠１４ａの屋外側板部の外端縁部に、屋内
側に折れ曲がった突片を形成する事により設けている。
【００２０】
　それぞれが上述の様な上部、側方、各係合突片２４、２７を設けた、新規上枠１２ａ及
び新規竪枠１４ａと、それぞれが上述の様な係合溝２５、２８を設けた、上部、竪方向、
各アタッチメント１５ａ、１７ａとを結合固定するには、前記各係合突片２４、２７を前
記各係合溝２５、２８に、屋外側から挿入し、これら各係合突片２４、２７とこれら各係
合溝２５、２８とを係合させる。この状態では、前記新規窓枠７ａは、既に矩形枠状に組
み立てられている。前記各係合突片２４、２７と前記各係合溝２５、２８とを係合させつ
つ、前記新規上枠１２ａの屋内側端部を前記上部アタッチメント１５ａの中間部に形成し
た上部中間板部２９の屋外側面に当接させる。そして、これら前記新規上枠１２ａの屋内
側端部と上部中間板部２９とを、水平方向複数個所で、それぞれタッピングねじ３１によ
り結合する。又、前記両新規竪枠１４ａの屋内側端部を前記両竪方向アタッチメント１７
ａの中間部に形成した側方中間板部３０の屋外側面に、それぞれ当接させる。そして、こ
れら両新規竪枠１４ａの屋内側端部と側方中間板部３０とを、上下方向複数個所で、それ
ぞれタッピングねじ３１により結合する。尚、これら各タッピングねじ３１、３１の螺合
及び締め付け作業を行う前に、前記、下部、側方各アタッチメント１５ａ～１７ａの端部
同士を、別のタッピングねじにより結合固定しておく。
【００２１】
　前記各タッピングねじ３１、３１を締め付けた状態で、前記新規上枠１２ａが前記上部
アタッチメント１５ａの屋外側半部の下側に、前記両新規竪枠１４ａが前記両竪方向アタ
ッチメント１７ａの屋外側半部の内側面側に、それぞれ非分離に固定結合される。但し、
前記各係合突片２４、２７と前記各係合溝２５、２８との係合状態が緩い分、前記新規上
枠１２ａが前記上部アタッチメント１５ａに対し、前記両新規竪枠１４ａが前記両竪方向
アタッチメント１７ａに対し、それぞれがたつく可能性がある。
【００２２】
　そこで、前記新規上枠１２ａ及び前記両新規竪枠１４ａと、前記上部アタッチメント１
５ａ及び前記両竪方向アタッチメント１７ａとの間に、それぞれ前記水切り部材２６を組
み付ける事により、前記がたつきを防止する。この水切り部材２６の組み付けを可能にす
る為に、前記アタッチメント枠１８ａ側に、上部係止溝３２と左右１対の側部係止溝３３
とを設けている。そして、これら各係止溝３２、３３に前記水切り部材２６を、屋内外方
向から見た形状が、図３に示す様に、下方が開いたコ字形となる様に掛け渡す。そして、
前記新規上枠１２ａ及び前記両新規竪枠１４ａが、前記上部アタッチメント１５ａ及び前
記両竪方向アタッチメント１７ａに対しがたつくのを防止すると共に、これら各アタッチ
メント１５ａ、１７ａと前記各枠１２ａ、１４ａとの結合部のシール性保持を図る。
【００２３】
　前記各係止溝３２、３３のうちの上部係止溝３２は、前記上部アタッチメント１５ａの
屋外側端部から下方に垂下された垂下板部３４の屋内側面部に設けられたもので、下方開
口部の幅寸法が上方奥部の幅寸法よりも狭くなっている。この様な上部係止溝３２を構成
する為に、前記垂下板部３４の屋内側面に、第一、第二両突条３５、３６を、上下方向に
離隔した状態で、それぞれが屋内側に突出する状態で設けている。このうち、前記垂下板
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部３４の下端寄り部分に設けた第一突条３５は、高さ寸法が比較的低く、断面直線状であ
る。これに対して前記第二突条３６は、高さ寸法が比較的大きく、断面Ｌ字形であり、そ
の先端縁を、前記第一突条３５の先端縁に対向させている。これら両突条３５、３６によ
り囲まれた部分を前記上部係止溝３２とし、これら両突条３５、３６の先端縁同士の間部
分を、この上部係止溝３２の開口部としている。
【００２４】
　これに対して、前記両側部係止溝３３は、前記両竪方向アタッチメント１７ａの屋外側
端部から内側に折れ曲がった折れ曲がり板部３７の屋内側面部に設けられたもので、それ
ぞれ内側開口部の幅寸法が外側奥部の幅寸法よりも狭くなっている。この様な両側部係止
溝３３に就いても、屋内側に突出した断面直線状の第一突条３５と、先端縁をこの第一突
条３５に対向させた断面Ｌ字形の第二突条３６との組み合わせにより構成している。
【００２５】
　それぞれが上述の様な形状を有する、前記各係止溝３２、３３に装着する、前記水切り
部材２６は、全体をゴム、ビニルの如きエラストマー等の弾性材を押し出し成形する事に
より一体に造っている。この様な水切り部材２６は、基板部３８と、弾性係止部３９と、
弾性押し込み部４０とを備える。このうちの基板部３８は、全体が帯状であって、前記新
規窓枠７ａと前記アタッチメント枠１８ａとの結合部屋外側端部の上辺及び左右両竪辺の
内周側を覆うもので、図４に示す様に、内周となる片面側を凹円弧としている。又、上記
弾性係止部３９は、前記水切り部材２６を前記各係止溝３２、３３に係止する為のもので
、前記基板部３８の片面、即ち、前記アタッチメント枠１８ａへの装着状態で外周側とな
る面の屋外寄り部分に設けている。前記弾性係止部３９は、図４に示す様に、家型の断面
形状を有し、幅寸法が、前記基板部３８寄りの基部で狭く、中間部で最も大きく、この中
間部から先端部に向けて漸減している。又、内部は中空として、中間部の幅寸法を、弾性
的に拡縮自在としている。一方、前記弾性押し込み部４０は、前記基板部３８の片面の屋
内寄り部分に設けている。この弾性押し込み部４０は、この基板部３８から突出した幹板
部４１と、この幹板部４１から側方に突出した複数の枝板部４２ａ、４２ｂとから成る。
尚、図１、２、４に記載した構造の弾性押し込み部４０は、前記幹板部４１の片側面にの
み前記枝板部４２ａ、４２ｂを設けているが、図５～６に示した水切り部材２６ａの弾性
押し込み部４０ａの様に、幹板部４１の両側面に枝板部４２ａ、４２ｂを設ける事もでき
る。
【００２６】
　何れの形状を有する水切り部材２６、２６ａの場合も、次の様にして、前記アタッチメ
ント枠１８ａと前記新規窓枠７ａとの結合部屋外側端部の上辺及び左右両竪辺のがたつき
防止及びシール性保持を図る。即ち、前記アタッチメント枠１８ａと前記新規窓枠７ａと
を組み合わせた（予め組み立てておいた、この新規窓枠７ａをこのアタッチメント枠１８
ａの内側に、このアタッチメント枠１８ａの組立と同時に抱持した）後、前記弾性係止部
３９を、前記上部、側部各係止溝３２、３３に圧入係止する。又、前記弾性押し込み部４
０、４０ａを、前記アタッチメント枠１８側に設けた、前記各第二突条３６、３６の屋内
端面と、前記新規窓枠７ａを構成する、前記新規上枠１２ａ及び前記両新規竪枠１４ａの
屋外側面との間の、隙間４３に押し込む。そして、この状態で、前記基板部３８により、
この隙間４３及び前記各係止溝３２、３３の内側開口を塞ぐ。
【００２７】
　前記アタッチメント枠１８ａと前記新規窓枠７ａとの結合部屋外側端部の上辺及び左右
両竪辺には、図３に示す様に、単一の連続した水切り部材２６（２６ａ）を装着し、前記
隙間４３及び前記各係止溝３２、３３の内側開口を前記基板部３８により、隙間なく塞ぐ
。この為に、前記水切り部材２６（２６ａ）の中間部２箇所位置で、この水切り部材２６
（２６ａ）を構成する前記弾性係止部３９及び前記弾性押し込み部４０（４０ａ）を切断
する。切断箇所同士の間隔は、左右１対の側部係止溝３３同士の間隔に一致させる。又、
前記基板部３８は、切断せずに連続させたままとする。そして、前記弾性係止部３９及び
前記弾性押し込み部４０（４０ａ）の切断部で前記基板部３８を直角に折り曲げつつ、こ
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れら弾性係止部３９及び弾性押し込み部４０（４０ａ）を、前記各係止溝３２、３３及び
前記隙間４３に押し込む。この結果、前記単一の連続した水切り部材２６（２６ａ）が前
記アタッチメント枠１８ａと前記新規窓枠７ａとの結合部屋外側端部の上辺及び左右両竪
辺に装着され、連続した前記基板部３８により、これら３辺を塞ぐ。同時に、前記アタッ
チメント枠１８ａと前記新規窓枠７ａとの結合部屋外側端部ががたつく事を防止する。
【００２８】
　以上の作業は、改修用サッシ窓枠装置の製造工場で行うが、現場で作業する事も可能で
ある。この製造工場で、前記アタッチメント枠１８ａの屋外側半部の内側に前記新規窓枠
７ａを保持固定した構造物（改修用サッシ窓枠装置のうちで既存窓枠以外の部分）を造っ
たならば、この構造物を現場に搬送して、前記アタッチメント枠１８ａの屋内側半部を前
記既存窓枠６ａの内側に支持固定する。この支持固定作業は、上下左右の各辺毎に、次の
様にして行う。先ず、前記下部アタッチメント１６ａを前記既存下枠９ａの上面に、複数
本のタッピングねじ４５ａにより結合固定した後、下方が開いたコ字形に枠組みされた、
前記上部アタッチメント１５ａと前記両竪方向アタッチメント１７ａ、１７ａとを、上記
下部アタッチメント１６ａ上に載置する。そして、前記既存上枠８ａの下面に前記上部ア
タッチメント１５ａの屋内側端部の上面を、スペーサ４４を介して突き当て、複数本のタ
ッピングねじ４５、４５により結合固定する。更に、前記両竪方向アタッチメント１７ａ
の屋内側半部を前記両既存竪枠１０ａの内側面に、スペーサ４４ａを介して突き当て、複
数本のタッピングねじ４５ｂ、４５ｂにより結合固定する。この状態で、前記既存窓枠６
ａの屋外側に前記新規窓枠７ａが、前記アタッチメント枠１８ａを介して結合固定される
。
【００２９】
　この様に、前記既存窓枠６ａの屋外側に前記新規窓枠７ａを結合固定した後、前記アタ
ッチメント枠１８ａの内側を、上下左右の化粧板４６ａ、４６ｂ、４６ｃにより覆う。こ
のうち、下部アタッチメント１６ａの屋内半部を覆う化粧板４６ｂはこの下部アタッチメ
ント１６ａの上方に、ブラケット４７を介して支持固定する。又、前記各化粧板４６ａ、
４６ｂ、４６ｃの屋内側端部と前記開口部１１ａの内周面屋内側端部との間にシールリッ
プ４８を設けて、この開口部１１ａの内周面と前記アタッチメント枠１８ａの外周面との
間の空間４９の屋内側開口を塞ぐ。尚、本発明を実施する場合に、前記下部アタッチメン
ト１６ａに対して前記新規下枠１３ａを結合固定する構造に就いては、特に問わない。本
例の場合には、前記ブラケット４７及び複数本のタッピングねじ４５ｃ、４５ｃにより結
合固定している。又、本発明を実施する場合に、前記図８～９に示した従来構造と同様に
、図１～２に斜格子を付した部分に防音の為に充填したグラスウール２２を設ける事もで
きる。
【００３０】
　上述の様に本例の構造の場合には、前記新規窓枠７ａを前記アタッチメント枠１８ａに
対し、前記各タッピングねじ３１、３１のねじ止め固定と、前記水切り部材２６（２６ａ
）を構成する弾性押し込み部４０（４０ａ）の弾性に基づく突っ張り力とにより、必要且
つ十分な強度により支持できる。又、前記水切り部材２６（２６ａ）の基板部３８が、前
記隙間４３及び前記各係止溝３２、３３の開口を連続して塞ぐので、前記新規窓枠７ａと
前記アタッチメント枠１８ａとの組み合わせ部の屋外側端部のシール性を十分に確保でき
る。更に、前記アタッチメント枠１８ａの屋外側端部に対する前記新規窓枠７ａの屋外側
端部の結合部のがたつき防止と、この結合部のシール性確保とを、前記各係合溝３２、３
３及び前記隙間４３に対する、前記水切り部材２６（２６ａ）を構成する弾性係止部３９
及び弾性押し込み部４０（４０ａ）の押し込み作業により同時に行える為、低コスト化を
図れる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施の形態の１例を、ガラス障子を省略した状態で示す、図７のＡ－Ａ
断面に相当する図。
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【図２】同Ｂ－Ｂ断面に相当する図。
【図３】水切り部材の設置位置を示す、改修用サッシ窓枠装置に組み込んだ水切り部材を
屋内外方向に見た略正面図。
【図４】水切り部材の第１例の端面図。
【図５】同第２例の端面図。
【図６】この第２例の水切り部材の組み付け状態を示す、図１の左上部に相当する図。
【図７】一般的な窓装置を屋内側から見た状態で示す略正面図。
【図８】従来から知られている改修用サッシ窓枠装置の１例を、ガラス障子を省略した状
態で示す、図７のＡ－Ａ断面に相当する図。
【図９】同Ｂ－Ｂ断面に相当する図。
【符号の説明】
【００３２】
　　１　　窓枠
　　２ａ、２ｂ　ガラス障子
　　３　　上枠
　　４　　下枠
　　５ａ、５ｂ　竪枠
　　６、６ａ　既存窓枠
　　７、７ａ　新規窓枠
　　８、８ａ　既存上枠
　　９、９ａ　既存下枠
　１０、１０ａ　既存竪枠
　１１、１１ａ　開口部
　１２、１２ａ　新規上枠
　１３、１３ａ　新規下枠
　１４、１４ａ　新規竪枠
　１５、１５ａ　上部アタッチメント
　１６、１６ａ　下部アタッチメント
　１７、１７ａ　竪方向アタッチメント
　１８、１８ａ　アタッチメント枠
　１９　　リベット
　２０　　ねじ
　２１　　シール剤
　２２　　グラスウール
　２４　　上部係合突片
　２５　　上部係合溝
　２６、２６ａ　水切り部材
　２７　　側方係合突片
　２８　　側方係合溝
　２９　　上部中間板部
　３０　　側方中間板部
　３１　　タッピングねじ
　３２　　上部係止溝
　３３　　側部係止溝
　３４　　垂下板部
　３５　　第一突条
　３６　　第二突条
　３７　　折れ曲がり板部
　３８　　基板部
　３９　　弾性係止部
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　４０、４０ａ　弾性押し込み部
　４１　　幹板部
　４２ａ、４２ｂ　枝板部
　４３　　隙間
　４４、４４ａ　スペーサ
　４５、４５ａ、４５ｂ、４５ｃ　タッピングねじ
　４６ａ、４６ｂ、４６ｃ　化粧板
　４７　　ブラケット
　４８　　シールリップ
　４９　　空間

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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